
平成２０年度会津坂下町管理橋梁点検結果

 １．点検実施橋梁

　　平成２０年度に実施した橋梁点検（全６橋）の、橋種別等の集計を図－１に示す。
■ 橋長はすべての橋梁が５０ｍ以上となっている。
■ 橋種は鋼橋が５割、ＰＣ橋が２割弱、ＲＣ橋が３割強となっている。
■ 架設後経過年数は２０～２９年が２割弱、３０～４９年が５割、５０年以上が３割強と
なっている。

図－１　平成２０年度橋梁点検の内訳
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 ２．損傷状況

　平成２０年度点検橋梁の損傷については以下の傾向が見られる。
■ 橋梁主構造（上部工､下部工）の損傷が８割程度で見受けられる。
　（全6橋、損傷橋梁5橋、割合83％）
■ 路面の凹凸、舗装の異常及び高欄・防護柵の損傷が８割程度で見受けられる。
　（全6橋、損傷橋梁5橋、割合83％）

（１）鋼橋

緊急保全または予防保全が必要な損傷のあった橋梁は3橋あり､
鋼橋全体（3橋）のうち、100％にあたる。
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※鋼製床版については、桁部材に含む。

（２）ＰＣ橋

緊急保全または予防保全が必要な損傷のあった橋梁は0橋あり､
ＰＣ橋全体（1橋）のうち、0％にあたる。
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表－１　鋼橋の損傷内容

表－２　ＰＣ橋の損傷内容
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（３）ＲＣ橋

緊急保全または予防保全が必要な損傷のあった橋梁は2橋あり､
ＲＣ橋全体（2橋）のうち、100％にあたる。
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（４）ボックスカルバート橋

緊急保全または予防保全が必要な損傷のあったBox.C橋は0橋あり､
Box.C橋全体（0橋）のうち、0％にあたる。
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表－３　ＲＣ橋の損傷内容

表－４　ボックスカルバート橋の損傷内容



（５）その他橋梁

緊急保全または予防保全が必要な損傷のあった橋梁は0橋あり､
その他橋梁全体（0橋）のうち、0％にあたる。
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（６）橋面

路面の凹凸、舗装の異常、高欄損傷のあった橋梁は5橋あり､
橋梁全体（6橋）のうち、83％にあたる。
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表－５　その他橋梁の損傷内容

表－６　橋面の損傷内容


